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支
援
課
内
）
内
２
２
５
７
／
Ｅ
メ

ー
ル chiiki@

city.shirakaw
a.

fukushim
a.jp

／
各
庁
舎
総
務
課

表
郷
☎
㉜
２
１
１
１　
大
信
☎
㊻

２
１
１
１　
東
☎
㉞
２
１
１
１

　
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福
島

民
報
社
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え
ら

れ
る
夫
婦
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
昭
和
37
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ

れ
た
夫
婦
で
す
。
表
彰
を
希
望
さ

れ
る
方
は
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課
、

各
庁
舎
市
民
福
祉
課
ま
た
は
各
老

人
ク
ラ
ブ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
昨
年
ま
で
申
し
込
み

を
さ
れ
な
か
っ
た
金
婚
夫
婦
も
受

／
各
行
政
セ
ン
タ
ー　
６
月
４
日

㈪
～
22
日
㈮　
※
平
日
の
み

⃝
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分　
　

⃝
持
参
す
る
も
の　

▽
現
況
届

（
６
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
）

▽
印
鑑　

▽
請
求
者
（
保
護
者
）

本
人
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

（
国
民
年
金
加
入
者
は
除
く
）

▽
平
成
24
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
24
年
１
月

１
日
に
住
所
が
あ
っ
た
市
区
町
村

か
ら
取
得
し
た
「
平
成
24
年
度
児

童
手
当
用
所
得
証
明
書
」
▽
児
童

と
別
居
し
て
い
る
場
合
に
は
、「
別

居
監
護
申
立
書
」（
別
居
監
護
申
立

書
は
各
受
付
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

▽
児
童
の
住
所
が
他
市
区
町
村
の

場
合
に
は
、「
お
子
さ
ん
の
住
民
票

謄
本
」
※
他
の
書
類
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か
？
》

　
昨
年
10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手

当
の
申
請
期
限
が
９
月
28
日
㈮
ま

で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
10
月

１
日
に
お
い
て
支
給
要
件
を
満
た

し
て
い
た
場
合
、
期
限
ま
で
に
申

請
す
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
10
月
分

か
ら
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
お
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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《
中
学
生
講
座
》

⃝
日
時
　
７
月
30
日
㈪
～
８
月
３

日
㈮
・
６
日
㈪
／
午
後
１
時
～
４

時《
高
校
生
講
座
》

⃝
日
時
　
８
月
７
日
㈫
～
11
日
㈯

／
午
後
１
時
～
４
時
30
分

＝
共
通
＝

⃝
申
込
開
始
　
７
月
９
日
㈪
か
ら

※
先
着
順

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
各
５
、
０
０
０
円

⃝
定
員
　
各
20
人

　
４
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
が

「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
児
童
手
当
を
受
け
る
に
は
、
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
現
況
届
の
提

出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
受
付
場
所
・
期
間　
本
庁
舎
こ

ど
も
課
特
設
窓
口
・
各
庁
舎
教
育

振
興
課　
６
月
４
日
㈪
～
29
日
㈮

問
本
庁
舎
こ
ど
も
課　
内
２
７
３

２
／
各
庁
舎
教
育
振
興
課　
表
郷

☎
㉜
４
７
８
２　
大
信
☎
㊻
３
９

７
５　
東
☎
㉞
３
１
４
６

⃝
回
収
の
対
象
　
▽
殺
菌
・
殺
虫

・
除
草
剤
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
空

容
器　
▽
住
居
敷
地
内
で
使
用
し

た
除
草
剤
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
空
容
器　
※
一
般
家
庭
で
使
用

し
た
容
器
の
み
が
対
象

⃝
持
込
方
法
　
キ
ャ
ッ
プ
や
容
器

に
付
着
し
て
い
る
農
薬
を
十
分
洗

浄
し
た
う
え
で
、
空
き
袋
な
ど
に

入
れ
て
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
洗
浄
液
は
河
川
等
に
流
さ
ず
、

農
薬
と
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
持
込
担
当
窓
口
　
本
庁
舎
生
活

環
境
課
・
各
庁
舎
市
民
福
祉
課

⃝
処
理
料
金
　
無
料

⃝
回
収
日
　
毎
月
１
日
お
よ
び
15

日
（
回
収
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は

翌
日
、
１
月
の
１
回
目
は
４
日
）

※
農
家
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た
容

器
は
、
産
業
廃
棄
物
と
な
り
ま
す

の
で
、
専
門
業
者
に
処
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
４

　
市
で
は
、
水
道
水
の
漏
水
を
防

止
す
る
た
め
、
公
道
お
よ
び
宅
地

内
（
止
水
栓
ま
で
）
の
水
道
管
の

漏
水
調
査
を
行
い
ま
す
。
公
道
は

夜
間
に
、
宅
地
内
は
日
中
に
調
査

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
員
は
、「
白
河
市
水

道
部
」
の
腕
章
お
よ
び
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

⃝
調
査
期
間　
６
月
15
日
㈮
～
９

月
28
日
㈮

問
本
庁
舎
水
道
部
☎
㉗
３
２
２
１

21 20

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館募

集

⃝
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時　
※
平
日
の
み

⃝
申
込
方
法
　
受
講
料
を
持
参
し
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

　　
真
剣
に
結
婚
を
望
ん
で
い
る
独

身
の
男
性
・
女
性
の
た
め
の
「
出

逢
い
の
場
」
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

⃝
日
時
　
７
月
７
日
㈯
／
午
後
２

時
～
６
時

⃝
会
場
　
鹿
島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ

（
北
中
川
原
）

⃝
参
加
料
　
男
性
４
、
０
０
０
円

・
女
性
２
、
０
０
０
円

⃝
募
集
人
数
　
７
月
７
日
現
在
、

20
歳
以
上
40
歳
以
下
の
男
女
各
50

人
（
男
性
は
白
河
市
お
よ
び
西
白

河
郡
在
住
の
方
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

⃝
申
込
受
付
期
間　
６
月
１
日
㈮

～
22
日
㈮

※
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
（
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
み

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
創
出
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
本
庁
舎
地
域

案
内

パ
ソ
コ
ン
教
室

け
付
け
て
い
ま
す
。

⃝
申
込
期
限　
７
月
13
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７
２
２

　
南
湖
の
ア
カ
マ
ツ
を
守
る
た
め

に
、
左
図
の
区
域
で
ヘ
リ
に
よ
る

航
空
防
除
を
行
い
ま
す
。
周
辺
地

域
の
方
は
、
洗
濯
物
の
取
り
込
み

や
、
自
動
車
に
覆
い
を
か
け
る
な

ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
散
布
中
や
散
布
後
１
日

間
は
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
残
効
期
間
が
あ
り
ま

す
の
で
、
山
菜
な
ど
は
８
週
間
採

取
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
　
６
月
12
日
㈫
／
午
前
５

時
～
７
時　
※
天
候
に
よ
り
順
延

に
な
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
都
市
計
画
課
　
内
２
２
８
５

男女共同参画週間
「あなたがいる　わたしがいる　
　未来がある」
　６月23日から29日までの１週間
は「男女共同参画週間」です。
「男女共同参画による日本再生」
を重点として、男女共同参画社会
の実現に向け、国などで様々な取
り組みが行われます。
問内閣府男女共同参画局総務課
　☎03-5253-2111

松
く
い
虫
航
空
防
除

金
婚
夫
婦
の
表
彰

出
逢
い
＆
ふ
れ
あ
い
の
会

児
童
手
当
の
現
況
届

白河南中継局が本放送を開始しました
　旗宿大久保山の白河南中継局が５月
28日に開局しました。
　受信可能エリアの目安と各放送局の
お問い合わせ先は次のとおりです。

問本庁舎企画政策課　内2398

農地転用等について
《事前にご相談ください》
　農地や採草放牧地を所有して
いる方が、次のいずれかを行う
ときは農業委員会への手続きが
必要です。
◦耕作するために農地を売買・
贈与・貸借するとき（農地法
第３条の申請）

◦自分の農地を農地以外に利用
（転用）するとき（農地法第
４条の申請）

◦農地を売買したり、貸借して
農地以外に利用（転用）する
とき（農地法第５条の申請）

※いずれも、手続きを完了する
まで一定期間を要しますので、
余裕を持って申請してくださ
い。

《完了報告書をお忘れなく》
　農地法第４条および第５条の
許可に係わる工事が完了した場
合は、農業委員会へ完了報告書
を提出してください。
問農業委員会事務局　内2241

◦ＮＨＫ（受信相談コールセンター）
　☎0570-00-3434
◦福島テレビ☎024-536-8000
◦福島中央テレビ☎024-923-3300
◦福島放送☎024-933-1111
◦テレビユー福島☎024-531-5111
◦東北総合通信局放送課☎022-221-0639

農
薬
空
容
器
の
回
収

水
道
管
の
漏
水
調
査
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国
内
の
エ
イ
ズ
患
者
は
６
、
０

０
０
人
を
超
え
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

は
１
３
、
０
０
０
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
日
本
で
最
も
多
い
感
染
経

路
は
性
行
為
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

相
談･

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

（
匿
名
可
）。
感
染
の
心
配
が
あ

る
と
き
は
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
」
抗
体
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
６

４
０
５　

⃝
日
時
　
▽
学
科　
７
月
20
日
㈮

／
午
前
10
時
～
正
午　
▽
実
技
　

７
月
30
日
㈪
／
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

⃝
会
場　
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５

４
８
７

⃝
日
時　
６
月
17
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
会
場　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

⃝
申
込
期
限
　
６
月
18
日
㈪
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

／
白
河
手
話
サ
ー
ク
ル
「
草
原
」

渡わ
た
な
べ辺
☎
㉕
２
５
２
８
（
夜
間
の
み
）

⃝
日
時
　
６
月
７
日
㈭
、
７
月
５

日
㈭
／
午
後
５
時
～
８
時

⃝
会
場
　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

⃝
内
容
　
不
動
産
登
記
・
会
社
登

記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見
等
に
関

す
る
法
律
相
談
、
震
災
に
よ
る
困

り
ご
と
相
談
等　
※
相
談
は
無
料

⃝
申
込
方
法
　
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
（
月
～
金
曜
日
）。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
１
７
８
５　
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町
）

⃝
内
容　
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展
示

と
表
彰
式
、
歯
科
保
健
衛
生
に
関

す
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
白
河
歯
科
医
師
会
事
務
局
（
斎

須
歯
科
医
院
内
）
☎
㉜
４
３
４
７

⃝
日
時　
６
月
８
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
～
５
時
、
９
日
㈯
／
午
前

９
時
～
午
後
５
時
、
10
日
㈰
／
午

前
９
時
～
午
後
４
時

⃝
会
場　
表
郷
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー
（
表
郷
番
沢
）

⃝
内
容　
戦
争
に
関
す
る
資
料
展

示
、
戦
争
体
験
語
り
（
９
日
・
10

日
／
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

問
同
展
実
行
委
員
会　
緑み

ど
り
か
わ川
☎
㉜

３
４
０
４　

⃝
日
時
　
６
月
27
日
㈬
～
11
月
14

日
㈬
（
８
月
15
日
を
除
く
水
曜
日

計
20
回
）
／
午
後
７
時
～
９
時

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館
会
議
室

（
道
場
小
路
）、
中
央
公
民
館

（
天
神
町
）

⃝
定
員
　
30
人
（
高
校
生
以
上
）

⃝
参
加
費
　
１
、
２
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

　　　
⃝
日
時
　
７
月
５
日
㈭
／
午
後
２

時
30
分
か
ら

⃝
会
場
　
市
民
会
館
（
手
代
町
）

⃝
内
容
　
市
内
中
学
校
８
校
の
代

表
に
よ
る
「
少
年
の
主
張
」、
青

少
年
健
全
育
成
功
労
者
・
優
良
団

体
等
の
表
彰
な
ど

⃝
入
場
料
　
無
料

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
２

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
」
検
査
週
間
で
す
。

22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

23

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

初
級
手
話
講
習
会

歯
っ
ぴ
い
フ
ェ
ア
２
０
１
２

表
郷
戦
争
回
顧
展

区　分 平成24年
３月分まで

平成24年
４月分から

全部支給 月額41,550円 月額41,430円

一部支給
月額41,540円

～
9,810円

月額41,420円
～

9,780円

　昨年の全国消費者物価指数の下落によ
り、４月分から児童扶養手当の額が次の
とおり変更となりました。

問本庁舎こども課　内2731

児童扶養手当の額が変更となりました

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

エ
イ
ズ
検
査
週
間

　県では、地域づくり団体等が行う地
域産業の振興や広域観光・文化の振興
など、地域を元気にする取り組みに対
して、補助金を交付しています。
　詳細は、県南地方振興局ホームペ
ージ（http://www.pref.fukushima.jp/
ken-nan/shinko/support.html）をご覧
いただくか、お問い合わせください。

問県南地方振興局地域づくり
　・商工労政課☎㉓1546

県地域づくり総合支援事業
（サポート事業）

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『 「
い
い
顔
」
の
人
』

市
長
の

手
控
え
帖

せ
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
、
八
甲
田
山
、
駅
、
遥
か

な
る
山
の
呼
び
声
、
鉄ぽ

っ

ぽ

や

道
員
…
。
健
さ
ん
は
刑
事
、

土
木
技
師
、
将
校
、
駅
長
、
心
な
ら
ず
も
手
を
染

め
る
罪
人
を
演
じ
る
。
武
骨
・
不
器
用
な
が
ら
も

懸
命
に
生
き
る
。
哀
し
み
を
抱
え
、
愁
い
を
帯
び

た
顔
。
心
を
隠
し
ひ
そ
か
に
女
性
を
慕
う
。
理
解

さ
れ
よ
う
と
思
わ
な
い
の
か
、
大
事
な
こ
と
は
言

葉
に
で
き
な
い
と
思
う
の
か
、
す
っ
と
静
寂
の
世

界
に
入
る
。
そ
の
代
表
が
「
駅
」。

　
舞
台
は
日
本
海
に
面
し
た
北
海
道
の
増ま

し
け毛
。
な

お
さ
ら
淋
し
さ
が
つ
の
る
年
の
瀬
の
居
酒
屋
。
心

に
傷
を
持
つ
刑
事
と
様
々
な
苦
節
を
耐
え
て
き
た

女
将
。
黙
々
と
飲
む
男
。
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
酒

を
つ
ぐ
女
。
や
が
て
女
は
男
の
脇
に
座
る
。
弾
む

話
題
は
な
く
、
話
も
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
。
し
か
し
生

き
る
こ
と
の
悲
哀
・
せ
つ
な
さ
が
沁
み
込
ん
で
い

る
二
人
。
心
で
話
し
、
分
か
り
あ
っ
て
い
る
。
女

が
い
う
「
水
商
売
を
や
っ
て
い
る
子
に
は
ね
。
暮

れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
自
殺
す
る
子
が
多
い
の
。

な
ぜ
だ
か
わ
か
る
？
男
が
家
庭
に
帰
る
か
ら
よ
」。

ど
う
し
よ
う
も
な
い
淋
し
さ
、
寄よ

る
辺べ

な
さ
。
八

代
亜
紀
の
「
舟
唄
」
が
流
れ
る
中
、
束
の
間
の
ふ

れ
あ
い
が
胸
を
し
め
つ
け
る
。

　
女
将
役
の
倍
賞
千
恵
子
も
現う

つ
し
よ世
を
生
き
ぬ
く
女

性
を
演
じ
て
い
る
。「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
さ
く
ら

と
は
一
味
違
う
。
高
倉
健
と
い
う
名
優
が
、
吉
永

小
百
合
、
大
原
麗
子
、
大
竹
し
の
ぶ
ら
の
才
を
さ

ら
に
引
き
出
し
て
い
る
。
健
さ
ん
は
文
句
な
く
い

い
顔
、
そ
し
て
い
い
男
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
江
戸
末
期
に
、
商
家
の
ご
内な
い
ぎ儀
た

ち
だ
け
で
伊
勢
・
善
光
寺
・
日
光
へ
旅
し
た
折
の

紀
行
を
著
し
た
「
東
路
日
記
」
が
あ
る
。
こ
の
著

者
が
健
さ
ん
の
五
代
前
の
小お

だ田
宅い

え
こ子
で
す
。
立
派

な
人
に
は
立
派
な
ご
先
祖
様
が
い
る
も
の
。
宅
子

さ
ん
も
と
び
き
り
の
美
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

  

よ
く
い
い
顔
と
い
い
ま
す
。
目
鼻
立
ち
が
整
っ

て
い
る
美
男
・
美
女
と
も
少
し
違
う
。
説
明
は
難

し
い
が
、
な
ん
と
な
く
分
か
る
。
近
頃
い
い
顔
の

人
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
特
に
政
治
や

経
済
の
リ
ー
ダ
ー
層
に
お
い
て
。
む
し
ろ
、
市
井

の
中
で
黙
々
と
暮
ら
す
人
に
い
る
。
大
震
災
に
う

ち
ひ
し
が
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
受
け
容
れ
、
目

を
前
に
向
け
歩
き
出
し
て
い
る
人
の
中
に
、
思
わ

ず
頭
の
下
が
る
よ
う
な
い
い
顔
が
あ
る
。

  

学
生
時
代
の
下
宿
に
、
北
九
州
市
近
郊
出
身
の

先
輩
が
い
た
。
今
高
島
屋
の
役
員
に
な
っ
て
い
る
。

地
元
の
名
門
に
生
ま
れ
、
長
兄
は
当
時
法
務
省
の

検
事
。
お
母
さ
ん
は
末
っ
子
の
先
輩
が
と
て
も
心

配
ら
し
く
、
よ
く
下
宿
に
見
え
ら
れ
た
。
温
か
く

気
配
り
の
あ
る
い
い
雰
囲
気
の
方
で
し
た
。
長
兄

の
高
校
の
同
級
生
に
高
倉
健
が
い
た
。

　
あ
の
頃
は
任
侠
映
画
の
全
盛
期
。
東
大
紛
争
で

は
「
止
め
て
く
れ
る
な
お
っ
か
さ
ん
。
背
中
の
イ

チ
ョ
ウ
が
泣
い
て
い
る
」
が
立
看
板
に
な
っ
た
。

私
は
こ
の
手
の
映
画
は
好
ま
な
か
っ
た
が
、
健
さ

ん
は
好
き
だ
っ
た
。
整
っ
た
き
れ
い
な
顔
。
少
な

い
セ
リ
フ
。
抑
え
に
抑
え
た
感
情
を
目
と
背
中
で

見
事
に
表
現
す
る
。
あ
の
頃
健
さ
ん
の
色
紙
を
戴

い
た
が
、
引
越
し
の
さ
な
か
失
く
し
て
し
ま
っ
た
。

後
に
人
の
哀
し
み
と
心
の
交
流
を
演
じ
、
魂
を
揺

さ
ぶ
る
国
民
的
俳
優
と
な
る
健
さ
ん
。
惜
し
い
こ

と
を
し
た
。

  

そ
し
て
映
画
史
に
残
る
傑
作
が
登
場
す
る
。
幸

 

あ
る
会
合
で
河
野
洋
平
さ
ん
に
お
会
い
し
た
。

大
地
震
と
原
発
災
害
へ
丁
重
な
見
舞
い
の
言
葉
を

戴
い
た
。
話
の
中
で
、
率
直
に
政
治
や
社
会
へ
の

思
い
を
述
べ
ら
れ
た
。
政
治
家
の
質
が
落
ち
た
。

ロ
マ
ン
を
語
る
経
済
人
が
い
な
く
な
っ
た
。
与
え

る
こ
と
ば
か
り
で
、
負
担
や
我
慢
を
口
に
し
な
か

っ
た
。
将
来
を
設
計
す
る
と
い
う
大
事
を
怠
っ
た
。

小
選
挙
区
の
導
入
は
失
敗
だ
っ
た
こ
と
等
。
洋
平

さ
ん
は
国
政
の
中
枢
に
か
か
わ
り
、
功
成
り
名
遂

げ
た
。
で
も
自
分
の
手
柄
を
誇
ら
な
い
。
む
し
ろ
、

忸じ
く
じ怩
た
る
思
い
を
こ
め
、
自
分
の
歩
み
を
振
り
返

っ
て
い
る
。
そ
の
内
省
的
な
顔
に
は
ひ
か
れ
る
も

の
が
あ
り
、
一
流
の
人
格
が
醸
し
出
す
風
圧
を
感

じ
た
。

　
洋
平
さ
ん
は
、
保
守
の
プ
リ
ン
ス
・
良
識
と
い

わ
れ
た
。
細
川
政
権
で
自
民
党
が
野
に
下
っ
て
い

た
時
の
総
裁
。
公
家
集
団
と
揶や

ゆ揄
さ
れ
た
宮
沢
派

に
身
を
置
き
、
権
謀
や
力
業
は
苦
手
。
闘
争
心
に

欠
け
る
と
の
批
判
も
つ
き
ま
と
う
。
し
か
し
紛
れ

も
な
く
上
質
の
人
で
す
。
政
治
に
品
位
を
求
め
る

の
は
無
理
と
の
言
も
あ
る
が
、
国
を
担
う
も
の
こ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
品
格
を
持
つ
の
は
当
然
。
総
理

に
は
な
れ
な
か
っ
た
が
、
国
権
の
最
高
機
関
の
衆

院
議
長
は
、
誠
に
よ
く
似
合
っ
て
い
た
。
と
き
に

与
野
党
の
見
識
な
き
振
舞
い
を
諫い

さ

め
、
小
泉
総
理

に
苦
言
を
呈
し
た
。
国
士
の
風
貌
が
漂
っ
て
い
た
。

　
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
。
黒
い
大
き

な
瞳
で
、
友
人
に
対
す
る
よ
う
な
口
調
で
語
ら
れ

る
姿
に
尊
敬
の
念
を
覚
え
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
、
三
井
物
産
の
社
長

を
経
て
、
義
侠
心
か
ら
国
鉄
総
裁
を
引
き
受
け
た

石
田
礼
助
と
い
う
人
物
が
い
た
。
国
会
で
の
言
動

が
乱
暴
・
不
親
切
と
の
批
判
に
、「
粗
に
し
て
野
だ

が
卑
で
は
な
い
」
と
い
い
き
っ
た
。
心
根
が
卑
し

く
な
い
こ
と
。
い
い
顔
に
欠
か
せ
な
い
要
件
で
す
。


